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ＡＢＳに関する名古屋議定書

（骨子）

第１条 目的

遺伝資源の利用から生じた利益を公正かつ衡平に配分することによって、生

物多様性の保全と持続可能な利用に貢献する。

第２条 用語

「遺伝資源の利用」とは、バイオ・テクノロジーの適用を含む、遺伝資源の

遺伝的、生物化学的な構成に係る研究開発の実施を意味する。

第３条 範囲

この議定書は、生物多様性条約の範囲の遺伝資源及び遺伝資源に関連する伝

統的知識並びにそれらの利用により生じる利益に適用する。

第４条 公正かつ衡平な利益配分

遺伝資源及びそれに関連する伝統的知識の利用により生じる利益は、相互合

意条件に基づき公正かつ衡平に配分される。各締約国は、このために適切な場

合には、立法上、行政上、政策上の措置を実施する。

第５条 アクセス

アクセスに係る事前同意を求める各締約国は、適切な場合には、ＡＢＳに係

る要求の法的確実性、明確性、透明性の確保等のため、立法上、行政上、政策

上必要な措置を実施する。

第６条 特別の考慮

（ａ）非商業目的の研究に係るアクセスへの簡易な措置を含め、研究を振興し

促進。

（ｂ）人、動植物の健康に脅威又は損害を与える現実の又は差し迫った緊急事

態に対して適切に配慮。遺伝資源への迅速なアクセス、利益配分の必要性を

考慮。

第 7条の２ 利益配分のための地球多国間メカニズム

各締約国は、国境を跨ぐ遺伝資源の場合、事前同意を得ることができない場

合に、公正かつ衡平な利益配分を実現するための地球多国間メカニズムの必要

性とモダリティーを検討する。
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第 12 条 ＡＢＳに係る国内法又は規制に関する遵守

各締約国は、自国内で利用される遺伝資源が、他国のＡＢＳ国内法・規制で

求められるとおり、事前同意に従ってアクセスされ、相互合意条件が締結され

ていることを促進するために、適当で効果的で均衡のとれた措置を実施する。

第 13 条 遺伝資源の利用に係る監視

各締約国は、適当な場合には、遺伝資源の利用に関する監視のために一つ以

上のチェックポイントを指定する。チェックポイントでは、状況に応じて利用

者に情報提供を求め、研究、開発、商品化などの各段階での情報収集に関する

機能を持つ。


